病理解剖およびAi/病理解剖を依頼する際の主治医各先生へのお願い（案）
１）連絡先

　死亡時画像診断の有無にかかわらず、受付窓口は従来通り以下へ連絡してください。また、現在のところ死亡時画像検査のみの対応はできませんのでご了承ください。

　①平日9時～17時まで

病理部（中央診療棟3階:内線3663,PHS 070-6956-9847）
　②休日を含む上記時間以外

防災センター（病棟地下1階:内線3145, PHS 070-6956-9917）
　病理解剖のみの場合は剖検担当医、死亡時画像診断を行う場合は放射線担当医より連絡がくるのをお待ちください。平日9〜17時まで以外の場合、特に深夜帯で解剖技師の確保が困難な場合には、翌朝9時以降の開始となる場合があることをご了承ください。
２）必要書類

　従来通り病理解剖依頼時の①病理解剖依頼書、②病理解剖承諾書に加え、死亡時画像診断を行う際には別途③死亡時画像検査承諾書が必要となります。
３）所要時間

　死亡時画像診断を行う場合にはCT、MRI、画像診断、搬送等を含めて1～2時間程度を要する予定です。また、装置の利用状況によってはさらに時間がかかりますのでご了承ください。

　病理解剖を含めた所要時間は以下のようになります。

　①平日9：00〜17：00まで4～5時間程度
　②休日を含む上記時間以外5～6時間程度

· 上記時間はあくまで目安です。CTおよびMRIの使用状況や解剖部位等によりさらに時間がかかることもありますのでご了承ください。
４）遺族への説明

　承諾書の内容に従いご遺族にご説明いただき、承諾書にご遺族のご署名をお願いします。

　また、別紙“ご遺族の皆様へのお願い”をお渡しいただき、教育GPに関する簡単なご説明と、後日ご遺族にアンケートや面談のお願いをする場合があることをお伝えください。

５）学生CPC

　学生CPCの際に、これまで同様症例に関してご指導いただく他に、良好な患者医師関係を築くことに関してもディスカッションをお願いします。お手数ですが、ご協力お願いいたします。またご遺族との面談やアンケートが実施された症例では、通常のCPCの後に、学生からご遺族の面談やアンケートの結果について報告を行い保健医療学部緩和医療学岩本喜久子先生からコメントを頂く予定です。
